
2号床止工付近・稲葉荘(老人福祉センター北)
3号床止付近・南武庫之荘12丁目(南部ポンプ場南)

上流に向けて水位変化や塩水濃度は微量になる
が、潮止付近・1号床止付近と同様に将来に向けた
データを蓄積する

⇒大潮一日転倒、大潮から1週間転倒、大潮から
2週間転倒、大潮から1ヶ月転倒により池の生物環
境への影響調査を行なう。

4.4.大阪湾水位上昇を含め将来のために環境変化等に向大阪湾水位上昇を含め将来のために環境変化等に向

けたデータを残すけたデータを残す

【武庫川の伏流水により
形成されている池等】尼崎漕艇場
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5. 5. 堰撤去後に事後算定する補償への予算堰撤去後に事後算定する補償への予算
の妥当性を検証するの妥当性を検証する

試験転倒を『整備計画説明補足資料「下流部築堤
区間における河道対策の安全性の検討について」
F塩水遡上・地下水計算』の中間的実証データと位
置づけ、 F塩水遡上・地下水計算の確実性を検証
する。

補償費予算組みが過大見積りにならないよう、試験
転倒により検証

6. 6. その他その他

潮止堰建設前(23年前)落差工であった頃の井戸調
査等のデータが存在する。近年水量が減少している
ことや工業用地下水の取水が激減していることなど
を鑑み、試験転倒調査により、23年前とのデータ比
較ができる。

23年間で武庫川下流はどのように経年変化したの
かが判明するとともに今後の傾向分析への貴重な
資料の一つとなる。
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過去の事例を大切にし、将来に向けて今あ
る施設でのデータを蓄積しておく

・現潮止堰にあった落差工

・潮止堰転倒による影響データを残す

・なぜ第1第2第3床止工が連続したのか 等

まま とと めめ

参考資料
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